
校長室だより ６月
縦割り清掃で一生懸命取り組む子ども達
の様子を見て、ふと思ったことがありま
す。左のような言葉です。
自分ひとり、ゴミを捨てても変わらな

いだろう。そう思って、ゴミを捨てる。
自分ひとり、ゴミを拾っても変わらない
だろう。そう思って、ゴミを拾わない。
その考えを自分ひとりだけでもと思って
ゴミを拾おうとする行動。自分一人の力
は小さいのだけど、それが積み重なると、
大きくなる。微力と無力は、決定的な違
いになる。ゴミを捨てる、捨てないとい
う道徳的な問題の前に、小さな力を信じ
られるかどうかじゃないでしょうか。

「どうせ変わらないだろう」と思って過ごすのと、「出来る事からやろ
う」と思うのとでは、生き方も大きく違ってきますね。小さな力を信
じられる方の人でありたいし、子どもたちにも、そうであってほしい
と思います。

縦割りの清掃活動をしたよ。



体育館に縦割りチームで集合
し、生活・美化委員会がほうきを
使ってのはき方やぞうきんの絞り
方を実演しながら、みんなできれ
いな学校にしていこうと話し、各
教室にわかれました。高学年が中
心になり、低学年に丁寧に教え、
一緒に掃除をしている姿はとても
いい雰囲気でした。縦割り活動で
グループごとに活動していくこと
により、高学年は低学年にいろい
ろ教えることで、まずは自分がし
っかりしなければという意識が高
まり、言動に対する責任感と自覚
が生まれ、生き生きと活動出来る
ようになります。また低学年は、
高学年のお兄さんやお姉さんに対
してあこがれを抱くようになり、
自分もそうなりたいという気持ち
になっていくものです。学校全体

にいい流れが確実に出来ています。

楽しい演劇鑑賞会だったよ。
《劇団風の子》がわざわざ北海道から来てくれました。

今回のお話は『マーレンと雨姫』で、村が百年ぶりの暑さで雨が降らず、
生き物が生きていけなくなっている状態から雨を降らすために雨姫を探しま
わる。その中で邪魔をする者が出てくるというストリーです。今まで見たこ
とのない楽器も登場し、子どもたちはしっかり見入っていました。感性に訴
え、感性が磨かれるのにいい劇でしたよ。


